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選定理由

・寿都町、神恵内村で文献調査開始された

・原子力発電に興味を持った



活動内容

・インターネットを使って調べた

・NUMO（原子力発電環境整備機構）の講義を受け
た

・青森県六ヶ所村

環境科学技術研究所見学

日本原燃(株)原子リサイクル施設見学を実施



高レベル放射性廃棄物とは



処分方法

地層が本来
持っている
閉じ込める
性質を利用

発射技術等の
信頼性に問題

ロンドン条約
により禁止

南極条約
により禁止

人間による
恒久的な
管理が困難



多重バリアの構造

https://www.numo.or.jp/project/numo2017/img/img_numo01_q3.gif
https://www.numo.or.jp/project/numo2017/img/img_numo01_q3.gif


処分場にしてはいけない場所



地震の影響について



NUMOの講義を受けて

・人工バリアであるベントナイ
トの性質を学ぶことが出来た。

・北欧のフィンランドにある地
下特性調査施設の「オンカロ」
の一部が将来の処分施設として
利用される予定である。

ベントナイト実験と結果



青森県六ヶ所村環境技術研究所とは
原子燃料の利用により放射性物質による環境生物
及びトリチウムの影響を調査研究を行っている場
所である



講義（施設の次長様）
よ



使用済み原子燃料

高レベル廃棄物はガラス固化体に成形し、冷却のた
めに30〜50年間の貯蔵を行い、その後搬出し、地下
深い地層中に処分することを、日本の基本的な方針
としています。貯蔵される間に、ガラス固化体の放
射能は減衰し、発熱量も少なくなります。30〜50年
後には、当初の発熱量の約3分の1から5分の1に減少
します。

現在、ガラス固化体は六ヶ所村の高レベル放射性廃
棄物貯蔵管理センターに運ばれ、冷却のため一時貯
蔵されています



原子燃料サイクル施設



高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターの建物は、耐震性に優
れた頑丈な鉄筋コンクリート造りです。ガラス固化体は、建物
の中につくられた炭素鋼（アルミニウム溶射）の中に納められ、
自然の通風力によって冷却されながら、最終処分されるまで、
30〜50年間貯蔵されます。





トリチウムの影響は？

放射性廃棄物（ガラス固化体にしたもの）の冷却
に空冷が施されている。

空気は約１００メートルの煙突から放出



放射性廃棄物について

・原子燃料からの熱（２００度）

・トリチウム（三重水素）



環境科学研究所の研究内容



自然界の十倍のトリチウムを与えた研究（魚）



生態への影響（低線量放射線）



実際に見学してみて

・放射性廃棄物は昭和四十年代から始まっ
た原子力発電所の稼働で、たくさんあること
がわかった。

・放射性廃棄物（ガラス固化体）がある程度
冷却させるためには約１０００年ほどかけて、
地層で処分するしか現在のところ考えられな
い事もわかった。

・トリチウムの影響は少ないこともわかり、
風評被害を広めないためにもこの見学は大変
勉強になった。



課題の解決に向けて

 地層処分が世界で現在ベストな処分方法と考えられる
ので安全性や今後の将来に向けもっと話し合いを持た
なくてはいけない。

 今後１０００年以上続く処分方法なので、若年層に少
しでも興味を持ってもらい、イベントに参加してもら
う。

 地層処分に関する勉強会があまりにも少ないので正し
い知識を得る機会をつくらなくてはいけない。



ご清聴ありがとうございました


